




1975年 3 月 　　東京教育大学体育学部武道学科卒業
1977年 3 月 　　東京教育大学大学院体育学研究科修士課程修了
1977年 4 月 　　南山大学文学部助手（1979年 3月まで）
1979年 4 月 　　南山大学文学部講師（1985年 3月まで）
1985年 4 月 　　南山大学文学部助教授（1998年 3月まで）
1987年 9 月 　　留学（イギリス）（1989年 2月まで）
1993年 4 月 　　南山大学学生部次長（厚生担当）（1999年 3月まで）
1998年 4 月 　　南山大学学生部長（2002年 3月まで）
1998年 4 月 　　南山大学文学部教授（2000年 3月まで）
2000年 4 月 　　南山大学人文学部教授（2017年 3月まで）
2004年 4 月 　　南山大学共通教育主任（2006年 3月まで）
2006年 4 月 　　南山大学教務部長（2008年 3月まで）
2017年 4 月 　　南山大学体育教育センター教授（2019年 3月まで）
2019年 3 月 　　南山大学退職
2019年 4 月 　　南山大学名誉教授
学　　会
　　日本武道学会会員（1975. 5～現在に至る）
　　日本体育学会会員（1977. 6～ 2019. 3まで）
　　スポーツ史学会会員（1989. 12～ 2019. 3まで）
　　身体運動文化学会会員（1997. 3～ 2019. 3まで）
　　スポーツ人類学会会員（1999. 12～ 2019. 3まで）
　　スポーツ史学会理事（1995. 4～ 1999. 3まで）
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